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論文内容の要旨
シュムベーターは近代経済学の最高峯の一人として知られているが、その経済学の全貌については
殆ど明らかにされていない。本論文は、純粋経済学を下位体系として含むかれの「より大きな」経済
学の体系を、さまざまな分野にわたるかれの著作の組織的な位置づけによって、復元構築しようとす
る試みである。
かれの体系の基礎をなす原型モデルは、企業者に革新を中核とする「発展」の図式であるが、それ
が社会階級理論にも適用されて、狭義の経済学とならんで経済社会学ないし歴史的社会学の基礎理論
をなしている。社会構造は制度や時代精神と密接な関連をもっているから、そこに上の 3 つのセクタ
ーを包括する全体的な社会把握 (í普通的歴史J) への科学的アプローチの道が聞かれるのである。こ
うしてかれはマルクス的な「歴史の経済的解釈J の仮説を用いて、資本主義と呼ばれる歴史的類型進
化の動態的プロセスを理論的かっ実証的に分析記述しようとした。
本書においてはまず第 1 、第 2 章においてシュムベータ一体系の輪郭と、資本主義体制の機能、な
らびに予見されるべき将来の変形過程について概観した後、以下個々の論点について論述した。
第 3 章はかれのシュモラーに関する論文を手がかりとして、シュムベーターの体系が経済学的分析
と社会学的分析との総合からなり、その本質はドイツ歴史学派の伝統をつぐ「歴史的理論」ないし
í!里論的歴史」であることを明らかにする。理論なき歴史的記述にすぎなかった歴史主義経済学に、ウ
ェーパーが社会学的分析装置を与えようとしたのに対して、シュムベーターはこれに経済学的、統計
的用具を付与するとともに、ウェーパーに欠けていた歴史的動態の論理としての「発展」の図式をそ
の基礎に据えたのである。そこからかれの体系とマルクス体系との類比性が出てくる。
第 4 章では上の立場から両者の体系を比較し、発展の論理と社会階級の理論に関する基本的な相違
から、資本主義の社会経済過程に関する全く異なる画面が与えられることを明らかにした。
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第 5 章はいわゆる「資本主義崩壊論J を取扱う。シュムベーターの崩壊論によれば、大企業の出現
にもとづく経済過程ないし革新生起の方式の変化に伴い、社会構造も変化して、ブルジョア階級はそ
の機能と基盤を喪失することにより解体していく。その結果この階級を担い手とする資本主義文明(
ブルジョア的な価値図式や人間類型)もまた崩壊せざるをえないというのであって、経済発展ととも
に社会階級に関するかれの理論がそこで重要な役割を与えられている。その過程は、戦士機能の無用
化にもとづく封建的貴族階級の解体過程としての封建制度の崩壊とパラレルに考えるべき、数世紀に
わたる歴史的事象であった。そして、資本主義発展の究極点は資本の飽和と人口の恒常性からなる静
態的な社会であり、そのとき初めて社会主義的管理が成功裡に行われうると主張する。これがまたマ
ルクスの「科学的社会主義J の教説の正しい解釈だとかれはいうのである。
帝国主義と社会主義を主題とする第 7 章と第 8 章は、シュムベーターが「時代精神の社会学J と呼
ぶ分野に関するものである。前者では歴史上の実例を吟味することによって、帝国主義が戦士階級を
支配者にもつ社会構造と、無目的な拡大への欲求との聞の関連において成立することを解明した。社会主
義論では、社会主義経済の運転可能性について論証を試み、それが成功を収めうるための制度的、精
神的諸条件の成熟の問題が止り重要で、あることを明らかにする。
最後に第 9 章でシュムベーターの革新の哲学と歴史観についてその思想的系譜にふれ、 「創造的破
壊」という着想のもつ歴史学的意義を宣明した後、第10章は方法論的見地からかれの「歴史的」理論
の科学的性格の検討を行なった。
論文の審査結果の要旨
Joseph Schnmpeter (l883~ 1950) はおそらくマルクスにも比肩しうる社会科学史上の巨人の 1 人
であるが、その怠大な諸業績のうち、いままで一般によく知られているのは経済発展の理論に関する
部分、あるいはイノベーターの役割を強調した景気循環理論のみであるといっても過言ではなく、シ
ュムベーターの全体系に取組んだ本格的な研究は、わが国はもとより、欧米においてもほとんどくわ
だてられたことがなかった。大野忠男氏の『シュムベータ一体系研究』は、この困難な課題に挑み、
経済学・法学・社会学等の諸領域にわたる同氏の稀有の学識とシュムベーターの並々ならぬ傾倒とに
よって、見事な研究成果を収めたものということができる。論文内容の要旨にも記されているように
シュムベータ一体系にとって経済学はひとつの構成要素にすぎず、それと社会学的ならびに歴史的研
究との総合によって、資本主義社会の動態過程を全体制的に究明することが狙いであった。とくに現代
的な興味が深いのは、シュムベーターの独特な資本主義崩壊論と社会主義の可能性をめぐる分析であ
ろうが、これらの点についても、大野氏の研究はシュムベーターのいっさいの著作を渉猟して徹底的
におこなわれ、われわれの理解を助けることが多大で、ある。経済学にとって当面の重要課題のひとつ
は隣接諸科学とのインターデイシプリナリーな協力をいかに実現するかということであろうが、シュ
ムベーターはこれについての模範的な先例を示してわり、大野氏の研究はその全貌を余すところなく
描き出している。上述のように世界的にもほとんど比類のない学説研究として、この業績は経済学博
士の学位に十分に値するものと認定する。
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